
（
表
）

施
設
の
種
類

重
点
区
域
の
目
安
（
半
径
）

原
子
力
発
電
所
（
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
を
除
く
。）、
研

究
開
発
段
階
に
あ
る
原
子
炉
施
設
及
び

5
0
M
W
よ
り
大
き
い
試
験
研
究
の

用
に
供
す
る
原
子
炉
施
設

約
８
～
1
0
k
m
（
※
１
参
照
）

再
処
理
施
設

約
５

k
m

熱
出
力
≦
１

k
W

約
5
0ｍ

１
k
W
＜
〃
≦
1
0
0
k
W

約
1
0
0ｍ

試
験
研
究
の
用
に
供

す
る
原
子
炉
施
設

（
5
0
M
W
以
下
）

1
0
0
k
W
＜
〃
≦
1
0
M
W

約
5
0
0ｍ

1
0
M
W
＜
〃
≦
5
0
M
W

約
1
5
0
0ｍ

特
殊
な
施
設
条
件
等
を
有
す
る
施
設

※
２
参
照

加
工
施
設
及
び
臨
界

量
以
上
の
核
燃
料
物

質
を
使
用
す
る
使
用

施
設

核
燃
料
物
質
（
質
量
管
理
、
形
状
管
理
、
幾
何
学
的

安
全
配
置
等
に
よ
る
厳
格
な
臨
界
防
止
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
状
態
で
、
静
的
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の

を
除
く
。）を
臨
界
量
（
※
３
参
照
）
以
上
使
用
す
る

施
設
で
あ
っ
て
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
該
当

す
る
も
の

約
5
0
0ｍ

・
不
定
形
状
（
溶
液
状
、
粉
末
状
、
気
体
状
）、
不

定
性
状
（
物
理
的
・
化
学
的
工
程
）
で
取
り
扱
う
施

設・
濃
縮
度
５
％
以
上
の
ウ
ラ
ン
を
取
り
扱
う
施
設

・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
施
設

そ
れ
以
外
の
施
設

約
5
0ｍ

廃
棄
物
埋
設
施
設
及
び
廃
棄
物
管
理
施
設

約
5
0ｍ

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
（
※
４
参
照
）

約
5
0ｍ
（
※
５
参
照
）
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プ
ル
ー
ム
通
過
時
の
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
の
防
護
措
置
を
実
施
す
る
地
域
（
Ｐ
Ｐ
Ａ：

P
lu
m
e

P
ro
te
c
tio

n
P
la
n
n
in
g
A
re
a

）
の
検
討

Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
に
お
い
て
も
、
プ
ル
ー
ム
通
過
時
に
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
吸
入
に
よ
る
甲
状
腺
被
ば
く
等
の

影
響
も
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
目
安
で
あ
る
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
外
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
周
辺
を
中
心
に
防
護
措
置
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
プ
ル
ー
ム
通
過
時
の
防
護
措

置
と
し
て
は
、
主
に
放
射
性
物
質
の
吸
引
等
を
避
け
る
た
め
の
屋
内
退
避
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
状
況
に
応

じ
た
追
加
の
防
護
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。Ｐ
Ｐ
Ａ
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
、
国
際
的
議
論
の
経
過
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
、本
指
針
に
記
載
す
る
。

@

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
以
外
の
場
合

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
原
子
炉
施
設
以
外
の
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
区
域
は
、
前
記
ü
で
述
べ
た
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
見
直
し
内
容
も
踏
ま
え
た
見
直
し

を
行
う
べ
く
、
今
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、
本
指
針
に
反
映
す
る
。

※
１

独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
「
も
ん
じ
ゅ
」、「
ふ
げ
ん
」
の
重
点
区
域
に
つ
い
て
は
、
前
記
ü

の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
と
同
様
と
す
る
。

`

緊
急
時
に
お
け
る
住
民
等
へ
の
情
報
提
供
の
体
制
整
備

緊
急
時
に
お
い
て
、
住
民
等
の
行
動
に
関
す
る
指
示
が
迅
速
か
つ
正
確
に
伝
達
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
を
平
時
か

ら
構
築
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
提
供
に
関
し
て
は
、
災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢
者
、
障

害
者
、
外
国
人
、
乳
幼
児
そ
の
他
の
災
害
時
に
援
護
を
必
要
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
一
時
滞
在
者

等
に
対
す
る
十
分
な
配
慮
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
地
域
防
災
計
画
等
に
お
い
て
、情
報
伝
達
に
関
す
る
責
任
者
及
び
実
施
者
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、

同
様
に
し
て
定
め
た
一
定
の
区
域
又
は
集
落
の
責
任
者
や
住
民
等
に
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
緊
急
時
の
通
報
連
絡
体
制
、
住
民
等
の
避
難
経
路
・

場
所
、
医
療
機
関
の
場
所
、
防
災
活
動
の
手
順
等
に
つ
い
て
、
平
時
か
ら
情
報
提
供
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
情
報
の
伝
達
に
必
要
な
設
備
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
報
道
機
関
等
を
通
じ
た
情
報
提
供
も
効
果
的
で
あ
る
た
め
、
関
係
者
間
の
連
携
・
協
力
体
制
を
日
頃

か
ら
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

※
２

特
殊
な
施
設
条
件
等
を
有
す
る
施
設
及
び
重
点
区
域
の
目
安

・
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
Ｊ
Ｒ
Ｒ
e

４

約
千
メ
ー
ト
ル

・
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ

約
二
百
メ
ー
ト
ル

・
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
Ｆ
Ｃ
Ａ

約
百
五
十
メ
ー
ト
ル

・
株
式
会
社
東
芝
Ｎ
Ｃ
Ａ

約
百
メ
ー
ト
ル

※
３

重
点
区
域
の
目
安
に
つ
い
て
の
技
術
的
補
足
事
項

臨
界
量
は
、
水
反
射
体
付
き
均
一
Ｕ
Ｏ
２

Ｆ
２

又
は
Ｐ
ｕ
（
Ｎ
Ｏ
３

）４
水
溶
液
の
最
小
推
定
臨
界
下
限
値
か
ら
導

出
さ
れ
た
量
を
用
い
る
。

・
ウ
ラ
ン
（
濃
縮
度
５
％
以
上
）

７
０
０
ｇ
e

２
３
５
Ｕ

・
ウ
ラ
ン
（
濃
縮
度
５
％
未
満
）

１
２
０
０
ｇ
e

２
３
５
Ｕ

・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

４
５
０
ｇ
e

２
３
９
Ｐ
ｕ

※
４

事
業
所
外
運
搬
用
の
輸
送
容
器
で
あ
る
金
属
製
乾
式
キ
ャ
ス
ク
を
貯
蔵
容
器
と
し
て
用
い
た
施
設
に
限
る
。

※
５

重
点
区
域
の
目
安
の
距
離
を
約
五
十
メ
ー
ト
ル
と
す
る
場
合
の
施
設
か
ら
の
距
離
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
金

属
キ
ャ
ス
ク
を
貯
蔵
す
る
区
域
か
ら
の
距
離
と
す
る
。

}

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
設
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

地
方
公
共
団
体
は
、
各
地
域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
前
記
|
ü
、
@

で
述
べ
た
考
え
方
を
踏
ま
え

つ
つ
、
区
域
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
迅
速
か
つ
実
効
性
の
あ
る
防
護
措
置
が
実
施
で
き
る
区
域

を
設
定
す
る
た
め
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
内
の
市
町
村
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
前
記
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
及

び
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
数
値
を
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
、
地
勢
、
行
政
区
画
等
の
地
域
に
固
有
の
自
然
的
、
社
会
的
周
辺

状
況
等
及
び
施
設
の
特
徴
を
勘
案
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
包
含
さ
れ
る
地
域
は
、複
数
の
道
府
県
の
一
部
を
含
む
場
合
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、国
が
積
極
的
・

主
体
的
に
関
与
し
、
区
域
内
で
の
対
策
の
整
合
を
図
り
、
複
数
の
道
府
県
間
の
調
整
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

_

原
子
力
事
業
者
が
講
ず
べ
き
原
子
力
災
害
事
前
対
策

原
子
力
事
業
者
は
、
原
子
力
施
設
に
対
し
て
、
炉
規
法
、
原
災
法
等
に
基
づ
き
、
平
時
よ
り
原
子
力
災
害
予
防

対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
施
設
周
辺
に
お
い
て
放
射
性
物
質
若
し
く
は
放
射
線
の

異
常
な
放
出
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
原
子
力
災
害
の
発
生
及
び
そ
の
拡
大
を
防
止
す
る
必
要
が
あ

る
。
原
子
力
事
業
者
は
、
防
災
業
務
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
を
実
施
し

て
、
緊
急
時
に
適
切
な
対
処
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
施
設
内
外
に
お
け
る

協
力
関
係
も
構
築
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

原
子
力
施
設
の
異
常
事
態
に
関
す
る
情
報
を
、
国
・
地
方
公
共
団
体
に
迅
速
か
つ
正
確
に
通
報
す
る
こ
と
は
、

原
子
力
事
業
者
の
極
め
て
重
大
な
責
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
子
力
事
業
者
は
、
原
子
力
施
設
の
特
性
を
踏

ま
え
て
、
施
設
内
の
異
常
事
態
や
施
設
外
の
放
射
線
量
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
の
測
定
器
等
を
配
置
し
、
監
視

体
制
を
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
通
報
責
任
者
、
通
報
連
絡
様
式
及
び
手
段
を
定

め
る
等
、
必
要
な
情
報
を
迅
速
か
つ
頻
繁
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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